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隠

１　健全化判断比率及び資金不足比率の概要について

　平成１９年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、

地方自治体が財政の健全化を判断するための４つの指標（健全化判断比率）と、公

営企業ごとに経営状況を明らかにする指標（資金不足比率）の公表が平成１９年度決

算から義務付けられました。また平成２０年度決算からは、この各指標のいずれかひ

とつでも基準以上になった場合は、財政の早期（経営）健全化や財政の再生を図る

ための計画策定が必要となります。

２　本村の健全化判断比率

　本村の平成２９年度の健全化判断比率は、平成１９年度から引き続き、いずれも早期

健全化基準を下回っています。そのうち、実質公債費比率は平成１９年度に１８．０％を

超え、起債許可団体となっていましたが、平成２０年度以降は基準を下回っておりま

す。平成２９年度については普通交付税の減額、一般会計における起債の元利償還金

の額の増額により前年度より０．２％のプラスとなっています。

　今後も一層の財政の健全化に努めます。

３　本村の資金不足比率

　平成２９年度の資金不足比率は簡水会計、農集会計とも経営健全化基準を下回りま

したが、簡水会計については、これまで整備された施設の公債償還などが平成２９年

度にピークを迎えその後減少する見込みであり、引き続き更なる健全化に向けた経

営改善に取り組みます。

平成２９年度

北海道初山別村健全化判断比率及び資金不足比率につ い て

（単位：％）

将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率区　　分

－ ５．８－－初山別村

３５０．０２５．０２０．００１５．００早期健全化基準

３５．０４０．００２０．００財 政 再 生 基 準

＊実質赤字額又は連結実質赤字額又は将来負担額がない場合は「－」で記載されます。

＊基準は市町村の財政規模によって異なります。

（単位：％、千円）

備　　　考資金不足比率特別会計の名称

４０，１６３（事業の規模）－簡易水道事業特別会計

１５，５７６（事業の規模）－農業集落排水事業特別会計

２０．０経営健全化基準

＊資金不足額がない場合は「－」で記載されます。



地域貢献に感謝 ！今月の

９月のこ んなこ とあんなこ と

韻

●９月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

第３回ＳＨＯＳＡＮＢＥＴＳＵコミパ１松

平成３０年度しょさんべつ農学校２掌

村選挙管理委員会３捷

ふれあいサロン（初山別）５昌

「ちょっと暮らし」の方が来村（２０日まで）７晶

平成３０年度初山別村敬老会１０捷

有明八幡神社祭１４晶

村民総監視
となりのアイヌ①（トンコリ演奏）

２１晶

となりのアイヌ②（ワークショップ他）２２松

ふれあいサロン（有明・豊岬）２６昌

初山別中学校学校祭３０掌

老
会
が
自
然
交

流
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
、
村
内
の

高
齢
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。お
祝
い
に
駆
け

つ
け
た
保
育
所
園
児

ら
に
よ
る
遊
戯
の
ほ

か
、「
チ
ャ
チ
ャ
ガ
ー

ル
ズ
」
に
よ
る
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
寺
島
絵
里
佳

さ
ん

に
よ
る
歌

謡

シ
ョ
ー
も
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
、
会
場
一

体
と
な
っ
て
ソ
ー
ラ
ン

節
を
手
拍
子
に
合
わ

せ
て
歌
っ
た
り
、
会
場

を
回
る
寺
島
さ
ん
と

握
手
を
交
わ
す
人
も

い
ま
し
た
。

（
９
月
　
日
）

１０

※
今
月
の「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」は
お
休
み
で
し
た
。

敬

「なんもなんも倶楽部」による炊き出し

　９月７日、地震による停電が続いていた豊岬地区に

て、有志団体「なんもなんも倶楽部」の皆さんが炊き出し

を行ってくださいました。炊き出し会場となった豊岬館で

は、温かいおにぎりと豚汁がふるまわれ、

５０人以上の方が訪れました。

　後日、なんもなんも倶楽部の代表の

お二人へ、村長からお礼状が手渡され

ました。

３
回
目
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー

テ
ィ
（
通
称
コ
ミ
パ
）
が
初

山
別
学
園
に
て
開
催
さ
れ
、

村
内
の
独
身
男
女
約
　
名
が

３０

集
ま
り
ま
し
た
。

　
会
で
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
普
段
接

点
の
無
い
方
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
罰
ゲ
ー

ム
で
は
対
象
者
の
男
女
を
問
わ
ず
「
好
き
な
男
性

の
タ
イ
プ
」
を
答
え
る
場
面
が
出
る
な
ど
、
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。（
９
月
１
日
）

第 「
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
コ
ミ
パ
」
開
催

「
敬
老
会
」
開
催



吋

昨
年
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て

好
天
に
恵
ま
れ
た

有
明
八
幡
神
社
祭
。

有
明
八
幡
神
社
運
営
委
員
会
と

有
明
獅
子
舞
有
志
の
会
が

協
力
し
て
開
催
さ
れ

今
年
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

４
年
前
の
平
成
　
年
。

２６

こ
の
年
、

平
成
　
年
を
最
後
に

２１

休
止
さ
れ
て
い
た
獅
子
舞
奉
納
が

５
年
ぶ
り
に
復
活
。

そ
し
て
１
１
５
回
目
と
な
る
今
年
は
、

あ
の
「
舞
い
」
が
、
９
年
ぶ
り
に

復
活
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
と
併
せ
て

今
年
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

９ 年ぶり、「露払い」再び…
～　有明八幡神社祭・宵宮祭　～



右

　
有
明
獅
子
舞
の
ル
ー
ツ
は
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
多
く
が
ご
存
じ
の
と
お
り
、
富
山
県
の
入
善

町
で
す
。
か
つ
て
、
彼
の
地
の
人
た
ち
が
、
自

分
た
ち
の
伝
統
文
化
と
と
も
に
有
明
の
地
に
入

植
し
て
以
降
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能

で
、
昭
和
　
年
に
は
、
村
の
無
形
文
化
財
の
指

６１

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

煙
休
止
、
そ
し
て
復
活
へ

　
こ
れ
ま
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
「
獅
子
舞

奉
納
」
で
し
た
が
、
地
域
の
人
た
ち
の
高
齢
化

や
若
い
世
代
の
村
外
へ
の
流
出
に
よ
る
担
い
手

の
不
足
、
さ
ら
に
は
少
子
化
で
地
域
の
小
・
中

学
校
が
閉
校
と
な
る
中
に
あ
っ
て
、
平
成
　
年
２１

を
最
後
に
休
止
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
そ
れ
か
ら
５
年
後
の
平
成
　
年
。

２６

　
当
時
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
メ
ン
バ
ー
の

協
力
も
あ
っ
て
、
有
明
獅
子
舞
有
志
の
会
が
結

成
さ
れ
、
獅
子
舞
の
奉
納
が
再
び
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
休
止
か
ら
再
開
ま
で
の
５
年
の
間
も

何
の
活
動
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
郷
土

民
芸
保
存
会
に
よ
り
、
村
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
た
ち
へ
、
総
合
学
習
の
時
間
の
中
で
、
歴

史
的
な
背
景
や
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
伝
え
た
り
、

実
際
に
演
舞
の
指
導
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
伝

承
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
、
今
年
、

あ
の
「
舞
い
」
の
復
活
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。

煙「
久
し
ぶ
り
」
の
思
い
を
込
め
て
…

　
平
成
　
年
９
月
　
日
、
午
後
７
時
…
。

３０

１４

　
多
く
の
地
域
住
民
や
村
民
の
方
た
ち
が
見
守

る
中
、
こ
の
日
の
た
め
に
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
練
習
を
繰
り
返
し
、
準
備
に
あ
た
っ
て
き
た

有
明
八
幡
神
社
運
営
委
員
会
、
有
明
獅
子
舞
有

志
の
会
の
面
々
の
手
に
よ
り
、
い
よ
い
よ
祭
典

の
儀
式
の
始
ま
り
で
す
。

　
最
初
の
演
舞
は
「
露
払
い
」。

　
独
特
の
お
面
を
被
り
、
あ
と
に
続
く
大
天

狗
・
小
天
狗
・
獅
子
の
た
め
に
祭
典
の
舞
台
を

清
め
る
べ
く
、
大
き
な
枝
を
手
に
舞
い
を
披
露

す
る
「
高
砂
の
爺
」
と
「
婆
」。
平
成
　
年
以
来
、

２１

９
年
ぶ
り
の
復
活
を
果
た
し
、
文
字
ど
お
り
、

祭
典
の
露
払
い
と
な
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

爺
・
婆
は
天
狗
の
役
を
過
去
に
経
験
し
た
方
が

演
じ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
後
は
、「
獅
子
起
し
」、
小
天
狗
に
よ
る

「
天
狗
舞
」「
草
刈
舞
」、
大
天
狗
に
よ
る
「
長

棒
踊
」「
傘
踊
」、
大
天
狗
と
獅
子
が
絡
む
「
 猩
々
 

し
ょ
う
じ
ょ
う

踊
」、
手
踊
「
磯
節
」「
越
中
お
は
ら
節
」「
ら
ん

丸
」
が
披
露
さ
れ
、
力
強
く
も
優
雅
な
演
舞
で

観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
役
場
職
員
組
合

の
皆
さ
ん
に
よ
る
焼
き
鳥
や
焼
き
そ
ば
の
販
売

や
、
子
ど
も
た
ち
に
好
評
の
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
の

無
料
配
布
を
行
い
、
陰
な
が
ら
祭
典
を
盛
り
上

げ
る
の
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
「
露
払
い
」

を
演
じ
た
２
人
が
見
せ
た
肩
を
組
む
演
舞
。
こ

れ
は
、「
久
し
ぶ
り
」
の
思
い
を
込
め
た
今
回
だ

け
の
ア
レ
ン

ジ
と
の
こ
と
。

今
年
の
獅
子

舞
奉
納
は
、

演
じ
る
者
に

と
っ
て
も
、

見

る

者

に

と
っ
て
も
、

特
別
な
も
の

に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
…
。



皆様こんにちは。協力隊の齋藤です。

　この間は、有明の獅子舞に参加をさせていただきました！

踊りはあまり得意ではないと自覚していたのですが、何とか踊りを覚え

ることが出来ました……

　関係者の方々、参加させていただきありがとうございました！

　先月は台風に始まり、地震や停電がありましたね。

皆様は問題なくすごせたでしょうか。

自分は備蓄なんてほとんどなかったですし、ライトなんて持っていな

かったので、１９時くらいには完全に真っ暗な生活をしておりました……

電気の有難さがわかりましたね……

ただ、そのおかげか夜空が非常に綺麗に見えたのはいい経験でした。

この村に来て、いろいろといい経験をさせていただいてます。

それではまた！【齋藤】

有明獅子舞のひとコマ

＜有明獅子と、備蓄の大切さ＞

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

宇

この中に齋藤と佐藤さんがいますこの中に齋藤と佐藤さんがいます。。 奉納後のビンゴ大奉納後のビンゴ大会会

　皆さまごきげんよう。佐藤です。スポーツでもゲームでも防御志向型です。速攻で終わったら

つまらないじゃないですか。という話は例のごとく本題とは関係ありません。
　

　前回広報で「怒られるのを過剰に嫌う」みたいなこと書きましたが、こういうこと言うと「甘

やかされてきたからだろ」とよく返されます。……私、学生時代の部活は典型的なスポ根熱血系

でした。もし怒られることで怒られ耐性がつくのなら、思春期を怒号の中で過ごした私は無敵に

なっているはずです。ところが実際は、怒られ続けたが故に、人の顔色を伺う癖がついてしまい

ました。
　

　怒られる経験で忍耐力がついたという人もいるのでしょう。ですが人間は、入力に対し同じ結

果を返す化学や機械とは違います。こういう教育をすればこう育つという決めつけは時に危険だ

と思うのです。……なんて書いてますが、我儘や自己主張が削れたという点では教育に感謝もし

ています。雑談でした。【佐藤】

＜教育と性格の自己分析＞

小天狗による「天狗舞小天狗による「天狗舞」」



　
「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」「
笑
い
は

百
薬
の
長
」
な
ど
、
笑
い
が
健
康
に

よ
い
と
い
う
こ
と
わ
ざ
は
世
界
中
に

あ
る
そ
う
で
す
が
、
近
年
、
医
学
的

な
研
究
か
ら
も
、
笑
い
が
健
康
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。
笑
い
は
す
ぐ
効
き
、
副

作
用
の
な
い
薬
に
な
り
、
人
生
を
豊

か
で
う
る
お
い
の
あ
る
も
の
に
し
ま

す
。
毎
日
笑
っ
て
、
健
や
か
な
日
々

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
笑
い
の
健
康
効
果

　
笑
っ
た
あ
と
に
次
の
よ
う
な
変
化

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

煙
が
ん
細
胞
な
ど
と
戦
う
ナ
チ
ュ
ラ

ル
キ
ラ
ー
細
胞
の
活
性
が
上
が
っ

た
煙
病
原
体
を
攻
撃
す
る
免
疫
の
司
令

塔
で
あ
る
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
数
が

増
加
し
た
り
、
抗
体
を
つ
く
る
Ｂ

細
胞
が
増
え
た

煙
食
後
の
血
糖
値
の
増
加
が
押
さ
え

ら
れ
た

煙
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
痛
み
や
、
体
内

の
炎
症
を
起
こ
す
物
質
の
量
が
減

り
、
炎
症
を
抑
え
る
物
質
の
量
が

増
え
た

煙
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
た
め
に
働
く
副
交

感
神
経
の
活
性
が
ア
ッ
プ
し
、
ス

ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
消
え
た
り
、

脳
波
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
に

変
わ
っ
た

煙
脳
の
血
流
が
増
え
、
脳
内
の
や
る

気
が
出
る
ホ
ル
モ
ン
や
癒
や
し
の

た
め
の
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が
増

え
た

煙
血
圧
が
落
ち
着
き
、
血
液
の
循
環

が
よ
く
な
っ
た

　
毎
日
笑
っ
て
健
康
力
ア
ッ
プ

　
毎
日
笑
う
た
め
に
、
積
極
的
に
笑

う
機
会
を
作
っ
た
り
、
ユ
ー
モ
ア
や

笑
顔
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
次
の
よ
う
な
事
を
意
識
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。

煙
面
白
い
話
を
聞
い
た
り
、
自
分
で

考
え
た
り
し
て
楽
し
く
笑
う

煙
面
白
い
事
が
な
く
て
も
、
い
つ
も

表
情
だ
け
は
笑
顔
を
心
が
け
る

煙
心
の
底
か
ら
楽
し
く
歌
う

煙
歌
を
歌
う
な
ど
、
自
分
の
好
き
な

事
に
打
ち
込
む

煙
「
好
き
な
こ
と
」
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
煙
落
語
や
漫
才
、
お
笑
い
番
組
、
笑

え
る
本
な
ど
、
笑
う
機
会
を
積
極

的
に
つ
く
る

　
笑
顔
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
笑
い
の
効
果
は
実
際
に
笑
わ
な
く

て
も
、
つ
く
り
笑
い
で
も
免
疫
力
が

ア
ッ
プ
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
鏡
の
前
で
笑
顔
を

作
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
本
間
）

笑
 っ
て
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う

　
国
立
北
海
道

障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
で
は
、

求
職
中
の
障
が

い
者
の
入
校
生

（
訓
練
期
間
１

年
又
は
２
年
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

　
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら

３０

１１

　
　
　
　
　
　
　
月
　
日
ま
で

１１

２０

選
考
試
験

　
平
成
　
年
　
月
３
日

３０

１２

　
詳
し
く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り
の

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
０
７
３
倆
０
１
１
５

砂
川
市
焼
山
　
番
地

６０

電
　
話

　
０
１
２
５
倆
５
２
倆
２
７
７
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
１
２
５
儿
５
２
倆
９
１
７
７

お
知
ら

お
知
ら
せせ

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

平
成
　
年
度
入
校
生
募
集

３１

烏



①
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た

場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控

除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

　
年
１
月
か
ら
　
月
ま
で
に
納
め
ら

３０

１２

れ
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の

年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

は
な
く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子

様
等
）
の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の

保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
　
年
中
に
納
付
し
た

３０

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
　
年
１
月
１
日

３０

か
ら
　
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年

１０

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、

　
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

１１「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
る
予
定
で

す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は

必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
９
月
下

旬
か
ら
　
月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ

１０

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
一
部
の
方
は
、　１１

月
中
旬
頃
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。）

　
ま
た
、
平
成
　
年
　
月
２
日
か
ら

３０

１０

　
月
　
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

１２

３１

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送

ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
税
法
上
と
し
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事

故
な
ど
万
一
の
時
に
も
心
強
い
味
方

と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

②
年
金
相
談
・
お
手
続
き
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事

務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求

手
続
き
に
つ
い
て
、「
事
前
予
約
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の

少
な
い
「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

噛
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

噛
お
申
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
な
ど
）
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

　
ご
予
約
方
法
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話
「
０
５
７
０
倆
０

５
倆
４
８
９
０
」、
ま
た
は
、
留
萌
年

金
事
務
所
（
電
話
０
１
６
４
倆
４
３

倆
７
２
１
２
）
に
、
電
話
・
来
訪
時

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止
の

ポ
イ
ン
ト

噛
防
犯
標
語
「
い
か
の
お
す
し
」
を

使
っ
た
繰
り
返
し
の
防
犯
指
導
や
、

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

噛
夜
間
に
帰
宅
す
る
時
は
、
一
人
歩

き
は
避
け
、
人
通
り
が
多
く
明
る

い
道
を
歩
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

噛
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
な
が

ら
の
「
な
が
ら
歩
き
」
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

噛
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯
グ
ッ
ズ

を
携
帯
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン

ト
噛
「
民
事
訴
訟
最
終
通
告
」
な
ど
と

い
う
葉
書
が
届
い
た
ら
架
空
請
求

詐
欺
で
す
。
す
ぐ
に
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

噛
「
有
料
動
画
の
未
納
料
金
」
な
ど

と
い
う
メ
ー
ル
で
身
に
覚
え
の
な

い
料
金
を
請
求
さ
れ
た
ら
、
架
空

請
求
詐
欺
を
疑
っ
て
、
す
ぐ
に
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

噛
犯
行
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
だ
ま
し
の

電
話
に
は
、
自
動
通
話
録
音
・
警

告
機
等
の
迷
惑
電
話
対
策
機
器
の

設
置
や
在
宅
時
の
留
守
番
電
話
機

能
の
設
定
が
被
害
防
止
に
効
果
的

で
す
。

羽
幌
警
察
署
交
通
事
故
マ
ッ
プ
の
掲

載
に
つ
い
て

　
警
察
署
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
過
去
５
年
間
の
交
通
事
故

の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
季
節
毎
に

年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

み
ん
な
で
築
こ
う
、

安
全
で
安
心
な
大
地

～
全
国
地
域
安
全
運
動
実
施
中
　！！

（
　
日
ま
で
）～

２０

羽



分
析
し
た
交
通
事
故
発
生
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
羽
幌
警
察
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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）
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
羽
幌
警
察
署

　
０
１
６
４
倆
６
２
倆
１
１
１
０

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
平
成
　
年
　
月
１
日
現
在
（
流
通

３０

１１

加
工
調
査
は
平
成
　
年
１
月
１
日
現

３１

在
）
で
「
２
０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
は
、
我
が
国
漁

業
の
生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
漁
村
、
水
産

物
流
通
・
加
工
業
な
ど
の
漁
業
を
と

り
ま
く
実
態
と
変
化
を
総
合
的
に
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
統
計
法
に

基
づ
い
て
５
年
ご
と
に
行
う
大
規
模

な
調
査
で
す
。

　
漁
業
の
現
状
を
知
り
将
来
を
考
え

る
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
初
山
別
村
役
場
企
画
振
興
室
）

　
平
成
　
年
　
月
　
日
以
降
よ
り
、

３０

１１

２２

本
村
の
栄
・
千
代
田
・
初
山
別
・
豊

岬
の
各
地
区
の
一
部
地
域
で
、
携
帯

電
話
事
業
者
に
よ
る
新
し
い
電
波
の

利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
新
し
い
電
波
の

利
用
開
始
に
伴
っ
て
テ
レ
ビ
映
像
に

影
響
の
出
る
恐
れ
が
あ
る
地
域
の
ご

家
庭
に
は
事
前
に
チ
ラ
シ
が
配
布
さ

れ
ま
す
。

○
携
帯
電
話
で
新
し
い
電
波
を
利
用

す
る
の
は
な
ぜ
？

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及

で
デ
ー
タ
通
信
量
が
増
加
す
る
中
、

通
信
速
度
低
下
・
つ
な
が
り
に
く
い

と
い
っ
た
こ
と
の
な
い
、
高
品
質
な

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
新
し
い
電
波
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
で
快
適
な
通

信
を
可
能
に
す
る
た
め
で
す
。

○
新
し
い
電
波
が
テ
レ
ビ
に
影
響
す

る
の
は
な
ぜ
？

　
携
帯
電
話
の
新
し
い
電
波
の
周
波

数
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

に
近
い
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
を
利
用
す

る
た
め
で
す
。
こ
の
た
め
、
旧
型
の

テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
設
備
な
ど
に
影
響

が
出
る
場
合
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
ア
ン

テ
ナ
で
受
信
し
て
い
る
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
映
像
に
ノ
イ
ズ

が
出
た
り
、
画
面
が
黒
く
な
っ
た
り

（
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
映
像
の
回
復
作
業
は
？

　
影
響
が
出
た
場
合
の
回
復
作
業
は
、

一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用

推
進
協
会
の
指
定
す
る
工
事
作
業
者

が
視
聴
者
の
ご
自
宅
へ
伺
い
、
視
聴

者
の
了
承
の
も
と
、
映
像
の
確
認
な

ど
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
当
協
会
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
回
復
作
業
な
ど
、
工
事
に
関
す
る

費
用
は
「
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進

協
会
」
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
費
用

は
無
料
で
す
。
費
用
を
請
求
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
の
工
事
作

業
者
は
、
顔
写
真
付
き
の
「
テ
レ
ビ

受
信
障
害
対
策
員
証
」
を
携
行
し
て

い
ま
す
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は

提
示
を
求
め
、
ま
た
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用

推
進
協
会
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２
０
倆

７
０
０
倆
０
１
２
（
無
料
）

・
Ｉ
Ｐ
電
話
　
０
５
０
倆
３
７
８
６
倆

０
７
０
０
（
有
料
）

・
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
　
時
１０

（
土
日
・
祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
含
む
）

２
 ０
 １
 ８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

テ
レ
ビ
視
聴
に
関
す
る
お
知
ら
せ

「必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も」

北海道最低賃金
　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で

働くすべての労働者（臨時、パートタイマー、ア

ルバイト等を含む。）に適用される北海道最低賃金

が次のとおり改定されました。

厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署（支署）

࠷   ۚ 額 　 時間額 ８３５円

効力発生年月日　 平成３０年１０月１日発効

迂



　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
時
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

【
ご
融
資
額
】
お
子
さ
ま
一
人
あ
た

り
３
５
０
万
円
以
内

【
金
利
】
年
１
・
　
％
固
定
金
利

７６

※
「
母
子
家
庭
」、「
父
子
家
庭
」、「
世

帯
年
収
２
０
０
万
円
（
所
得
１
２

２
万
円
）
以
内
の
方
」
ま
た
は
「
子

ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世
帯

年
収
５
０
０
万
円
（
所
得
３
４
６

万
円
）
以
内
の
方
」
は
年
１
・
　
％
３６

（
平
成
　
年
８
月
　
日
現
在
）

３０

３１

【
ご
返
済
期
間
】　

年
以
内

１５

※「
交
通
遺
児
家
庭
」、「
母
子
家
庭
」、

「
父
子
家
庭
」、「
世
帯
年
収
２
０

０
万
円
（
所
得
１
２
２
万
円
）
以
内

の
方
」
ま
た
は
「
子
ど
も
３
人
以
上

の
世
帯
か
つ
世
帯
年
収
５
０
０
万

円
（
所
得
３
４
６
万
円
）
以
内
の

方
」は
　
年
以
内

１８

【
お
使
い
み
ち
】

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・

家
賃
な
ど

【
ご
返
済
方
法
】

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス

時
増
額
返
済
も
可
能
）

【
保
証
】

（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

　
詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
（「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
で
検
索
）
ま
た
は
教
育
ロ
ー

ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
５
７
０
倆
０

０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
ま
た

は（
０
３
）５
３
２
１
倆
８
６
５
６
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日

本
政
策
金
融
公
庫
）
が
サ

ポ
ー
ト
！

気象台ひと口メモ　～秋の深まりと冬の訪れ～
　９月中旬頃から北海道の高い山では紅葉が始まり、１０月下旬には、初霜や初氷、初雪が観測さ

れる季節となります。災害発生の可能性がある場合、気象台からは警報・注意報などの情報を発

表していますが、この季節は天気や気温などの変化が大きく、次のようなことに注意する季節と

なります。

①日中は暖かくても朝晩の冷え込みで一日の気温差が激しく、また、日ごとの気温差も大き

いので、体調を崩してしまいがちです。体調管理に注意しましょう。

②山々では一足先に冬が訪れています。旭岳の初冠雪の平年は９月２５日で、標高１，５００ｍ付

近でも、１０月下旬にもなれば気温が０℃を下回る日が多くなり、普通に雪が降ります。登

山をするときは防寒対策を十分に行い、悪天が予想される場合は計画を中止する勇気をも

ちましょう。

③平地の気温でみると、上川・留萌地方では最低気温の平年値が１０月下旬にはすでに２℃を

下回るところがでてきます。峠や山間部では気温がもっと低くなっており、雨が降ると路

面が凍って滑りやすくなります。ドライバーの皆さんは、雨や雪、気温の予報を参考にス

リップ事故に注意し安全運転をお願いします。冬タイヤへの交換は、特に遠出をする方は

早めになさったほうが良いかもしれません。

　上記の注意点を回避するためには、警報・注意報だけでなく、日頃の天気番組やニュース、週

間予報などの情報を利用し、行動計画を検討するようにしましょう。

　　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

雨



北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

ひ と の う ご き
～平成３０年９月末～

人口と世帯数
人口 １,１７９人 （△２人）
 男 ５６９人
 女 ６１０人
 世帯数 　５４１世帯 （±０世帯）

（　） は前月比

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地

（電話 ０１６４－６２－６０６０）

転　　入

９／３　蟻　川　孝　子（明　里）

お 誕 生

９／５　酒　井　　　 凜 （初山別）
りん

（父：祐輔　母：希美）

ご 結 婚

９／１３　江　端　直　哉（有　明）

　　　　髙　松　　　萌

（上川郡東神楽町）

＊平成３０年9月から、皮膚科は毎週月曜日から
金曜日に変更となりました。
＊予約制で、人間ドックは水･木曜日、特定健診
は月～金曜日実施しています。
　　　詳細についてはお問い合わせ下さい。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370
一人で悩まず、まずは相談して下さい。

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成３０年１１月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（２日・１６日完全予約制）

〇

（第４水曜日 ２８日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２８日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（１５日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

完全予約制引野医師（６日）〇

整形専門外来

予約制

８：００～１１：００
大野医師（８日）〇予約

優先 覺田医師（５日）〇

完全予約制
呼吸器・禁煙外来
重原医師（２日・１６日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）予約制午
　
　
後

１３：３０～１５：００（１３日・２７日は内科のみ）〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

完全予約制渡部医師（１３日・２７日）〇整形専門外来予約制

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師（５日・１２日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（６日・１３日・２０日・２７日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（６日・７日・
　１３日・２０日・２１日・２７日）

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日・２９日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（７日・２１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（２日・９日・１６日・３０日）〇皮膚科（毎週金曜日）

消防初山別支署からのお知らせ！

救救 急急 出動する消防車両は、 道路交通法に

則り緊急走行時サ イレ ン を吹鳴し ています 。

卯



　初山別村民憲章　　きまりを守り、力を合わせ心にうるおいのある村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。
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十
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十
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十
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発
行

１０

 ２０１８
№
５９８

鵜

● 今月の主な行事予定 ●
（１０／１１～１１／９）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１０月号）１１昭

　

月

１０

１２晶

１３松

１４掌

１５捷

１６昇

１７昌

幼児歯科健診

予防接種
１８昭

破砕・危険ごみ収集日（初山別・千代田地区）１９晶

２０松

ふじみ保育所おゆうぎ会２１掌

２２捷

２３昇

ほしっこくらぶ会場開放日２４昌

２５昭

広報配布（お知らせ版）２６晶

２７松

２８掌

２９捷

３０昇

３１昌

予防接種１昭

　

月

１１
２晶

３松

４掌

５捷

６昇

ほしっこくらぶ７昌

８昭

広報しょさんべつ配布（１１月号）９晶

町内バレーボール大会

Ｋ
の
潜
入
記
○
 

　
　
　
～
Ｋ
と
締
め
切
り
～

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。広
報
担
当

者
の
Ｋ
と
申
し
ま
す
。自
家
用
車
は

 軽
 自
動
車
を
愛
用
し
て
い
ま
す
。

ケ
ー　

さ
て
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
締
め

切
り
」。
お
そ
ら
く
、
ど
の
町
の
広
報

担
当
者
も
、
毎
回
「
締
め
切
り
」
と
の

戦
い
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
村
の
広
報
誌
が
で
き
る
ま
で
の

流
れ
は
、
①
取
材
等
で
記
事
を
集

め
、
月
の
半
ば
頃
ま
で
に
原
稿
を
固

め
る
　
②
　
日
前
後
に
原
稿
を
印

２０

刷
会
社
に
引
き
継
ぎ
　
③
月
末
ま

で
に
９
割
を
校
了
　
④
翌
月
の
初

日
に
完
全
校
了
…
と
い
っ
た
も
の
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。広
報
誌
の
配
布

日
は
毎
月
　
日
が
基
準
で
す
か
ら
、

１１

皆
さ
ん
の
手
元
に
広
報
誌
が
配
ら

れ
る
頃
に
は
、
す
で
に
翌
月
分
の
原

稿
を
ま
と
め
始
め
て
い
ま
す
。

　「
そ
れ
が
ど
う
し
た
」
と
い
う
よ

う
な
内
容
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
月

末
に
は
す
で
に
原
稿
が
仕
上
が
っ
て

い
る
等
の
理
由
か
ら
、
月
末
の
行
事

が
翌
月
の
裏
表
紙
に
載
る
流
れ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
（
今
回
の
「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
と
「
旗
寄
贈
」の
記
事

が
該
当
し
ま
す
）。決
し
て
「
ス
ペ
ー

ス
が
余
っ
た
か
ら
載
せ
と
く
か
…
」

と
い
っ
た
考
え
で
載
せ
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

意
外
と
尽
き
な
い
広
報
ネ
タ

３１

　８月３１日、羽幌ロータリークラブ様より

交通安全旗５０枚が寄贈され、村長室にて受

領いたしました。

　各町内会が交

流を深める目的

で開催された９

人制バレーボー

ル「村長旗争奪

町内対抗バレー

ボール大会」が、

村スポーツセン

ターにて開催さ

れました。

　今回は４チー

ムが大会に出場。試合中は独特の声援で

チームを盛り上げる参加者が出るなど、各

所で盛り上がりを見せました。

　激戦の末、優勝は「豊岬」チームとなり

ました。（８月２９日・３０日）

交通安全の旗寄贈

羽幌ロータリークラブ


